
 

 

 

 

 

 

【共に創る、子供たちのための「安全基地」】 

 常に、持続可能な PTA 活動を模索しつつ、学校の教育活動を支えてくださっていることに、心より感謝申し上

げます。trial＆error を繰り返しながら成長する子供たちが、失敗を恐れずに生き生きと挑戦できる「安全基地」と

しての環境を整えるためには、保護者の方同士や学校と保護者の方々との連携は必要不可欠です。子供たちが未来

に夢をもち、前向きに生きていくことができる「安全基地」を、共に手を携えて創って参りましょう。今後ともど

うぞ宜しくお願いいたします。 

調布市立若葉小学校 校長 内藤 みゆき 

 

【持続的な幸福に向けて】 

調布市 PTA 連合会におかれましては、日頃より児童・生徒の幸せのためにご尽力いただきありがとうございま

す。本年度は、概ねコロナ禍以前と同様の教育活動を行うことができ、嬉しく思っているところです。PTA 活動も

同様だったのではないでしょうか。 

現在、教育活動全体でのウェルビーイングの向上が掲げられています。それは、子供たちだけでなく、教師も、

家庭も、地域もすべてに必要です。今後も、ＰＴＡとのよりよい連携のもと、子供たちのウェルビーイングの向上

を目指していきたいと思います。これからもどうぞよろしくお願い致します。 

調布市立第三中学校 校長 宇田川 裕美 

 

教育懇談会（委員長 調和小学校 三浦 伸幸会長） 

今年度は【考える力を育てるために ～古典的な遊びで生き抜く力を身に付ける～】と題しまして、プロ棋士の石倉昇九段に

登壇頂き、囲碁を教育に取り入れてはどうかという提案をさせて頂きました。囲碁、誰もが知っているのに出来る人が少ないと

いう、珍しい遊びです。「将棋は分かるけど、囲碁は何をしたら良いか分からない」という方が大半かと思います。なぜ分かり

難いのか。囲碁は序盤、中盤、終盤のそれぞれでやることが異なり、必要な能力も変わってくるからです。序盤は創造力と感性、

中盤から論理的思考と決断力、終盤に計算力と注意力を必要とします。ルールそのものは単純明快なのですが、一朝一夕に習得

できるものではなく、死ぬまで研鑽できます。それ故に上達の過程で精神力も鍛えられるというおまけ付きで、一石三鳥も四鳥

もあるような画期的な遊びなのです。日本の文化が海外で注目され、日本人の価値観よりもずっと高い評価を受けることがあり

ます。漫画やアニメのオタク文化は、海外で高評価されたことでオタクの社会的地位が向上しました。大衆文化だった浮世絵も、

海外で高評価されることで芸術作品になりました。実は囲碁も、韓国、台湾、シンガポールなどのアジア、イギリス、フランス、

ドイツ、オランダなどヨーロッパ、アメリカ、カナダ、ブラジルと世界中に広まっています。韓国や台湾では情操教育と論理的

思考の育成に効果的とされ、子どもの教育ツールの 1 つという受け止め方をされています。囲碁の多様な効能が認知されてい

るのです。学歴よりも個人の能力が重要視される昨今、子どもにソシャゲやらせている場合ではありません。学習塾で疲弊させ

るよりも囲碁で感性と思考を鍛えるのは如何でしょうか？ 
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施設改善・環境整備委員会 （委員長 上ノ原小学校 有馬 美穂会長） 

施設改善・環境整備委員会では、子どもたちの安全・安心を守り、子どもたちが快適な学校生活を送れるよう、

各校よりご提出いただいた施設改善・環境整備要望書をとりまとめ、調布市教育委員会 教育部 社会教育課へ提出

しました。回答は年度内に受領予定です。要望書提出にあたりご協力くださったみなさま、本当にありがとうござ

いました。保護者のみなさまも、日頃のお子様の学校生活の中で、校内施設や、通学路でお気付きの点等ありまし

たら、是非各校 PTA 担当者までお声をお寄せください。 

 

進学フェア 2023 in 調布 （担当役員 第五中学校 眞城 隆之会長） 

コロナ以前に実施していた、リアル開催を含めて検討いたしましたが、時期的に５類に指定されたばかりでした

ので、前年同様に紙面開催といたしました。 

「進学フェア ２０２３in 調布 on Paper」配布時期 7 月後半 

「教えて先輩２０２３」配布時期 8 月後半～9 月前半 

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。教えて先輩に関しては 29 校の高等学校から協力いただいたこ

とも併せてご報告いたします。 

 

Ｐ連・令和５年度 （P 連会長 第三中学校 早坂 寿晃会長） 

 学校関係者の皆様、保護者の皆様、日頃より PTA 活動へのご理解とご協力、誠にありがとうございます。子ど

もたちが一日の半分近い時間を過ごす学校という場所、またはその時間は、子どもたちにとっては長いようで気が

付いてみるとあっという間の短い時間。毎年、卒業式も間近に控えているこの時期になると、残された時間の大切

さにあらためて気が付き、どうも気持ちが焦ってしまいます。私たち大人も同じ経験をし同様の時間を過ごしてき

たので、学校生活や今という時間の大切さをよく知っています。故に、未来への希望溢れる子どもたちを前にする

とつい先の話ばかりしてしまいます。子どもたちと一緒に、新しい環境に向けての話と合わせて、教科書やノート

を開いてみたり、撮影した写真を並べてみたりとこれまでを振り返って、二度と戻ってこない時間をあらためて共

有してみるのも良い時間になるのではないかと思います。調布市公立学校 PTA 連合会は、学校やご家庭それぞれ

形や方法や順番は違ったとしても、最終的に子どもたちの幸せに繋がることを願い、これからも日々尽力を怠らず

活動を続けて参りますので、引き続きご協力くださいますよう何卒お願い申し上げます。 

 

体育行事（担当役員 第三小学校 長堀 義樹会長） 

体育行事は、保護者同士・保護者と教員とがスポーツを通じて親睦を深めることで、より良い PTA 活動の実現

に資することを趣旨としています。 

令和 5 年度は卓球・バドミントン・ソフトボール・バレーボールの親睦大会を開催いたしました。運営に携わっ

てくださった皆様には感謝申し上げます。体育行事は現在その競技を日常行っている競技者だけのものではなく、

初めて競技に触れる PTA 会員でも気軽に参加することのできる機会となることを願っております。そのような機

会となるべく、尽力してゆく所存です。調布市の競技人口も減っている中で、競技人口が増えるきっかけ、その一

助となればと願っております。 

 

                                    

今年度も P 連の活動にご協力頂きありがとうございました。 

次年度も引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 


